
 

公益社団法人 精密工学会 生産原論専門委員会 令和4 年度第3 回研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主  催：公益社団法人精密工学会  生産原論専門委員会  

日  時：2022 年 11 月４日(金) 14:00～16:30 

開催方式： Zoom を用いてオンライン開催します。  

※開催に関する詳細情報は、参加ご希望の方に後日通知いたします。  

 

 

 

 

14:00～14:05  開会の挨拶 林 偉民 （生産哲学・倫理部会） 

14:05～14:50  軍事研究と学術研究のあり方 日本天文学会の取り組み・・・ 同志社大学特別客員教授 柴田 一成氏 

15:00～15:45  軍事研究を考える・・・・・・・・・・・・・・・・・・・富山県立大学 名誉教授 植松 哲太郎氏 

15:50～16:20    質問、ディスカッション 

16:20～16:30  閉会の挨拶 池野 順一 （委員長） 

 

参加費  

・研究会：当専門委員会会員：無料、 協賛団体：5,000 円 

そのほか非会員：10,000 円  

 
申込締切日：2022 年 10 月 28 日(金)17:00  

 会員外の参加は参加費の振り込みが確認でき次第、会議 URL を配信します。 

 

問合せ/申込先： 

☆生産原論専門委員会委員は生産原論事務局 永野 善己 様まで 

FAX 0285-31-1788 e-mail nagano.yoshiki@oyama-pc.ac.jp 

生産哲学・倫理部会研究会 

「いまモノづくりに求められる倫理／哲学とは？」 

～ 軍事研究と学術研究の関わりについて考える ～ 

第3 回研究会は、生産哲学・倫理部会が担当します。今年に入って、毎日のように軍事関連のニュースが続いています。

最近では日本学術会議の軍事研究に対する態度も軟化しているように思われます。こんな時代こそ、研究者や技術者が、平

和について深く考え、オープンな議論をすべきだと思われます。そこで「いまモノづくりに求められる倫理／哲学とは？～

軍事研究と学術研究の関わりについて考える～と題した2 つの講演を用意致しました。まず、日本天文学会元会長で京都大

学名誉教授・同志社大学特別客員教授の柴田一成先生からは、「軍事研究と学術研究のあり方ー日本天文学会の取り組み」に

ついてご紹介頂きます。次に富山県立大学名誉教授の植松哲太郎先生からは、モノづくり技術者／研究者の立場から「軍事

研究を考える」をご講演頂きます。貴重な機会ですので皆様のご参加をお待ちしております。 
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